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姻虫駆虫効果判定に関する基礎的研究
( 1) T.M.反応

岡田 周子

東京大学伝染病研究所附属病院（北本治教授指導）

（昭和 33年 10月2日受領）

緒 言

各種の駆虫剤を臨床的に応用した場合の多数の報告を

みると，同一薬品についても，その伊虫効果が区々であ

るのが現状である。サントニンの駆虫効果の一つをとっ

てみても！たとえば虫卵陰転率て Lamson(1936）は92

% (in vitro），赤木 (1949）は 76%， 守屋 (1956）， 松

林 (1950）は50%といっている。

したがって，われわれは，.rm虫剤に関するかぎり，必

ずしも使用足およびその効果について正確な知見をもっ

ているとはいいがたい。

駆虫効果の差異の原閃には，対象，感染濃度，使用日

の差異が関与していることはすでにま日られている事実で

ある。しかし，原因はそれだけではない。とくに使用常

による差異を考慮するならば，駆虫効果判定方法が問題

になる。とのととに関しては，すでに小宮 （1954,1956) 

の報告があ，り，とくにその中て、検使上の見掛けの陰転が

桁摘されている。見掛けの陰転は，検使方法の精粗にも

関係があるが，寄生虫の産卵の仰止あるいは著減などに

よって起るものが考えられ，との点？と考慮して小宵ほ見

掛け合陰転率の実態を追求した。

在、も.mu虫剤の効果判定に関する必礎的研究を行うに当

って，見掛けの陰転をいかにして防ぐかを考えた。臨床

的に検使のみで、寄生虫残存の有無をしらべたのでは，ど

うしても見掛けの陰転を予防することはできない。そと

て，他のブrn去を選ぶとすると，森下(1955,1957)のTM反

応が理論的；こ適当と思われた。との刀法は，91JTI1虫の新陳

代初産物を人尿巾から捕促して，乙れを抗原とし，豚胴虫

体 l主たはJ舌の1本月空液て、免疫した家クll.rrrけ｝

の同手奇の「rnの沈F年反Jむによつて，脚11虫寄生の有無r;を診断

する刀法て、，沈降反応陽性を T.i¥L反応〈＋〉とした。と

れはすでに学会て認められているが，乙れを利用する際，

KANEKO OKADA : Fundamental studies on the 

result of anthelmintic effect of ascaris ( 1) T.M. 

Reaction (Department of Clinical Research, Insti-

士utefor Infectious Disease, University of Tokyo) 

誤差を生UないためにT.M.反応の信頼性と限界を知る

必要があると考え，二，三の研究を試み，ととに報告する。

実験方法ならびに実験対象

森下の原法にしたがい，豚畑虫体腔液を用いて免疫 し

た家兎血清を抗体としてT.),f. 反応を行った。

I.抗体の作製。新鮮な成熟雌豚胴虫から体腔液をとり，85号フイ

Jレターでずイツ櫨過し， 体腔液原液に対して， 特有｛比

I I 1 o4の割合にマーゾニンを加えたものを抗原とし，次の

二つの方法て家兎を免疫した。

a) 2 cc宛，4日nどとに 8同静注

b) 2 cc宛， l羽 円 に 4 問m~注

免疫終了後，10円円に豚胴虫体腔液に対し 50,000的

主ての力価を有するととを世陪訟で確かめ，14日自に全

j~血により抗血清aを得て ， 抗血清に対して， 界積比l/104

の割合にマーゾニンを加え， 4 °0の氷室に保存した。

2) 抗血清O＿；力価測定

豚蜘虫体腔i夜免疫家兎血filJ(以下抗血泊という〉の）J

仰は，豚胴虫体腔液（以下体腔液抗原という〉に対する

1fi:府訟による沈附反応によって測定した。

JI. j壁使からの抗原の作製

森下の方法にしたがい糞便 2～ 5gをとり ， それに

2初日の生期的食血水（pH7.0）を加えて， 撹押し，

宅温（23°0以下〉に 2ll与間れ置する。つぎに， ~1L~牙離

(5,000 J11J／牙） 10分間てその上清をとり ， 2 °o塩円安て

pH 3.5とし，とれを水浴を用いて 100°0て 1時間加熱

する。その後 l相手油紙 No. 5て櫨：過し，i忠液を 2%;.k 

m化ナトリウム？？引夜て pH7.0 bこしたものを ， ~－心分離

(3,000 [ill／号） 5分間てその上清をとる。 これを TM

反応用抗原とする。

なお，最終に1＇.｝.られる T.M.反応用抗原が混濁してい

るととがあり ，とれはさらに，速心牙離 c10,000 [ill／：分つ

または，ヨタイツ鴻過して透明になるものがあったが，そ

れでもまだ混濁のとれないものは，沈降反応抗原として

使用できないのでとれを除いた。
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III.沈降反応手技

重j習法による沈降反応、は，直径 0.5mmの沈降反応用

小試験管に，抗血清約 0.2ccを入れ，その上tこ同訟の抗

原を重層し，室温 (15°0～23°0）て 3時開放置した後そ

の判定を行った。

IV 実験対象および虫卵検査法

都内某町々民および八王子市某病院入院患者，浦和市

某病院と伝研附属病院の入院患者および外来患者から集

めた糞便 437例につき，虫卵検査と T.M.反応を併せ行

った。

虫卵検査は直接塗抹 3枚法て行い，判定は厚生省検査ー

指針。に基いて行った。

〔寄生虫学雑誌、 ・第 8巻 ・第 1号

体腔液科研釈？従と抗Jf117r'!・1干柿fl（液問の；01用訟による沈降

以応を 511日町立てしらべると第1図Bのような反応のJ碁

を示した。／11Jn~f に ｛州宅取と非免疫家兎血泊との間にも i毛

同法による沈附反応を試みたが，沈降反応はおとらず，

抗血i1'J・との問にのみ特有の沈降反応が現われた。
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b) 最適比について

以上の体腔液抗原と抗血清聞における抗原抗体反応に

ついて，混合法による凝集反応によって最適比をしらべ

にととる，第 l哀のようになり，32: 5' 60 : 5 ' 80 : 

5の 3ケlYrに反応が最も早く現われた，とのことから抗

以はlji－のものでないζ とが推察される。

c) 薬使処理抗原と！日j慌の酸熱処理後の体腔液抗原と

抗血清国jの沈降反応

糞｛廷からT.1¥f.反応用抗原を作製するときと同じ方法

で体腔液を処理した場令に，体腔液の抗原性がどのよう

に変化するかをしらべるため，体腔液を 2%塩酸て pH

3.5とし，とれを水浴を用いて 100。Cて1f時間加熱した

後，東洋鴻紙 No.5て鴻過し，さらに鴻液を 2%水円変化

ナトリウム溶液て pH7.0にしてその上清をとり，とれ

と抗血清との聞に，民間以による沈降反応を行い，同時に

混合法による凝集反応により最適比をしらべた。酸熱処

理体腔液抗原も第3哀のように，抗血清原液と100,0((} 

1；＂；·%希釈液まで反J,C,~ し，限熱処理をしない体腔液原液抗原

実験成績

I. T.M.反応の基本的な研究は森下ら（1956,1957) 

によって行われているが，荘、もこ，三の実験を試みた。

a) 体腔液抗原と抗血清の沈降反応の時間的推移

体腔液抗原の各稀釈液を抗血r;!frv・こ重層し， 室温放置

(15°0～23°0）により沈降反応の時間的推移を見たとこ

ろ，第 1図Aのようになり，抗体の作製の項 1），のa),b) 

の方法のいずれも，2.5時間～ 5時間の間に最低 50,000

倍稀釈の抗原に対しでも反応するととが確かめられた。

乙れらの抗血清は混合して以後の実験に供した。また，
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第 1図B 畑虫体陸液と体腔液免疫家兎血
清聞の、比降反応の場の時間的推移

線上の数字は時聞を示す

第 1図A 体腔液免疫家兎血清の体腔液抗原に寂する

沈降反応Vておける時間的推移

・－－－・ 4日目毎3回注，pH7.8, 16°C 抗原 pH 7.4 
0……o 隔日4回注，pH4.6,18°C抗原 pH7.4

×＝＝＝＝× 隔日4回注，pH9.6, 23°C抗原 pH7.4

( 116) 
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胴虫体腔液と体腔液免疫家兎血清聞の最適比（混合法）
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酸熱処理姻虫体腔液と体腔液免疫家兎血清聞の最適比（混合法）第 2表
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する影響

採便後，検査するまで放置した日数によって， T.M.

反応の出かたの割合を調べると，第 2図Aのようになり，

日数む増加に伴って T.~I. 反応が〈＋〉に出にくくなる

ととがわかった。

なお，第 2図Bのように虫卵数が多い糞便ほどT.M

反応が（＋〉 に現われる率が高いように見えるが，ζ の

差異は木質的に有7lなものとは思えない。

b) 採使後，氷室保存期間のT)IJ反応に対する影響

虫卵〈＋〉の糞便 7例について， 4°0の氷室に保存し

辿日 TM反応を試みた結果は第4表のようであった。す

なわち，採便後 3日日にT.M.反応〈ー〉になったもの

l例， 5日口て抗原性が失われたもの 2例であった。

室温ても，氷室ても両者に差はなく，どちらも 5日以

後は抗原性のいちじるしい低下が認められた。

c) 4日以内保存糞使に対する T.M.反応と虫卵との

比較

上記実験にひきつづき，虫卵（＋〉の糞便 163例につい

て，採便後4日以内にT.M.反応を行ったととろ， T.M.

反広（＋〉 128 (78. 5%), T. M.反応〈ー） 35 (21.5%) 

という結果が作られた。

1 1 

第 3表酸熱処理姻虫体膝液と，体腔液免疫

家兎血清聞の沈降反応（重層法）

時抗体＼抗原稀＼ 原液 1001,000 10,000 100,000 
間液原 ＼釈倍数

30' 

60' 

90' 

120' 

件
付
け
廿

村＋

＋＋＋ 

＋＋＋ 

＋＋＋ 

＋＋＋ 

件

＋ 

＋＋＋ 

tt+ 

＋＋＋ ＋ 

における場合と力価に差は認められなかった。最適比に

ついては第2表のようになり，30好て 5: 160の所に最

初に凝集反応、がおとった。

TI. T.l¥L反応と虫卵との比較検討

糞便 437例についてT:M反応および虫卵検査成績を比

較してみると，虫卵（＋〉の糞便 207例て，とのうち T.1¥1. 

反応〈＋〉のもの 141(76.1%), T.M.反応〈ー〉のもの

66 (23. 9°6）であった。虫卵（＋〉のものについては胴

虫寄生が明らかであるから，当然T.M.反応〈＋〉が予想

されるが，T."¥I.反応（ー〉 に現れたものがありとくに，

ζ の原因を追求してみた。

1) 虫卵（+ ), T. lVf.反応（一〉の原図的検討

a) 採使後室温（23°0以下〉放置期間のTM反応に対

( 117) 
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T.M.反応実施までの糞便放置期間およびそのときのi昆

度に影響され，放置期間は23°0以下ならば 4日以内て，

8'1'.1%陽性になった。放置後4日以内て温度を23°0以下

Uこすること，カピを生やさぬ様にすること，および，抗

原乃至抗体の反応の場による影響などにより T.M.反応

を〈＋〉にすることができた。したがって，明かに虫卵

（＋〉のもので， T.M.反応（ー〉に現れるものは 136

例中 9例（6.5%）であった。

2) 虫卵（ー）， T.M.反応〈一〉の検討

虫卵（ー）， 199例中TM反応〈一〉のものは 152例・

(76.3%）であった。

このうち任意の 5例について，各 3回虫卵と T.M.反

応を検査したところ，3回とも TM反応（一〉て、あった。

3) 虫卵（－）， T.M.反応（＋〉の検討

虫卵（一）199例中T.M.反応（＋〉のものは47例（23.'t 

%〉であった。

虫卵（一），T.M.反応C+)47例について駆虫剤UCサン内

第 5表虫卵（ー）T.M.反応（＋）のものに駆
虫剤を投与した後の成績

反応との関係虫卵数の多少と T.M.第 2図B第 2図A 採便後室温放置による期間とT.M.反応

の出かたとの関係

10 
日

i) 35例中採便後気温30°0以上て 2～ 3日放置されて

いたものが14例あったので，ζ のものを気温23°0より低

い時に再検査したととろいずれも T.l¥J.反応〈十〉とな

った。

採便後氷室放置経過による T.M.反応の推移

9 
日
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日

＋ 

7 
日

＋ ＋
＋
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＋ 

乙の35例について再検査を行った。

6 
日

＋
＋
＋
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症＼ 経過 1
例 ＼日数日

第 4表

ii) 35例中，他の 5例については，保存期間中にカピ

が繁殖していたので，そのための陰性と考え，とれを再

検査してT.l¥I.反応（＋〉の成献をねた。

虫後
T.M.反応

一
＋
＋

駆
虫卵

十

＼ 成績駆虫前
例数 ＼ 虫卵 T.M.反応

＋ 

＋ 

＋ 

8

2

3
 

唱
i

iii) 残りの16例は抗原を 2，ム 8倍に稀釈して，T.

M反応を試みた結果， 5例はそのいずれかに〈＋〉とな

り，また逆に抗血清を 2' 4' 8 f告に稀釈して試みた結

果，2例が（＋〉に現われた。

すなわち， 虫卵（＋），T.M.反応〈一〉の原因は，

( 118) 
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第 6表 虫回虫卵陽性者の駆虫剤投与後の虫卵と T.M.反応の推移

症例 ＂＂－.！経駆過虫後日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 16 18 20 

1 
虫卵 ＋ 一①ー

T.M. ＋ ＋ ＋ ＋ 

2 
虫卵 ＋＋ ＋① 

T.M. ＋ ＋ ＋ 一 土 一

3 
虫卵 ＋＋①十①

TM  ＋ ＋ にどり にどりー 一

4 
虫卵 ＋＋ ＋ 一①ー ＋ ＋ 

T.M. ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

虫卵 ＋ 一 ＋ ＋ ＋ 
5 

T.M. ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

第 1例はサユ／ トユシ 0.1×2，他はサユノトエシ 0.06×2, ①は排虫数

トニン0.06×2）を投与し，そのう：！；23例について 3週

間後の後検便を実施した結果は第5表のようになった。

すなわち後検使て虫卵（－）， TM反応（ー〉になったも

のは18例てある。この18例中排虫を確認したものは 2例

であるが， 他も一応は畑虫が寄生していたものと考え

るととにした。

後検便て虫卵（＋），T.M.反応（＋〉になったもの

が2例あった。

後検使が駆虫前と同様に虫卵〈ー）， T.M.反応〈＋〉で

あった 3例については，再度虫卵検査を行ったが虫卵は

発見されなかった。

4) 駅虫剤投与後のTM反応の推移

駆虫剤投与後T.l¥J.反応がどのように推移するかを調

べるため，虫卵 C+)T.lVI.反応（＋〉の患者 5例につ

叶て，駆虫剤（サントニン0.06×2）投与後20日間，継続

的に虫卵検査と T.M.反応を行ったととろ，第6表のよ

うな結果を得た。第1,2' 3例は 1～ 3日自に排虫し，

T.M.反応はその後陰転して20日目の虫卵も陰性であっ

た。第4例は 3日目に排虫したが T.M.反応は陰転せ

ず， 14R円に虫卵が再び認められるようになった。第5

例は駆虫効果がなかったものである。

考按

姻虫寄生の中て，雄姻虫あるいは産卵能力のない幼弱

姻虫の寄生している場合，また駆虫剤の影響て産卵停止

または著減している場合は，当然糞便の虫卵検査では発

見し得ない範囲て、ある。いまとれを実際的な方法て診断

しようとするのに皮膚反応などがある。しかしとれらの

方怯が現在ては阻虫症の場合に適当てはないとされてい

るから（森下 ：1953), T. J¥L反応に期待をかけるわけ

である。

上述した私の実験成績から， T.M.反応における糞便

処理にはかなりの問題があり，糞便中の抗原が体腔液抗

原稀釈液にしてどの辺に当るかがつかみ難く ，とのため

に抗原または抗血清を稀釈する必要が起ってくる場合が

あるとと，糞便保存に対する気温の影響，カピの繁殖で抗

原が破壊されるとと，採便後時間の経過につれて抗原性

が失われるため保存性のないととがわかったが，一度酸

熱処理を加えた抗原てはとれらの影響が少いととから，

ただタト界の温度だけの影響でなく ，糞便に含まれる各種ー

の細菌その他の酵素作用によって抗原性が失われるもの

と考えられた。そしてとれらの原因を全く受けないもの4

について虫卵 C+),T.M.反応（＋〉 の出かたをみる

と第3図のようになり，採使後1' 2日目て 100%, 4 

日目て86%, 1日目から 4日目ての全累積ては91%とな

り，胴虫寄生とかなり一致した成績を示すものと考えら

れる。

虫卵（＋〉て＇ TM反応〈一〉と出るものには，技術的ー

なまずさによるものがかなりあり，その点注意する必要

があると考えられるが，なお原因不明なものが 6.5%あ

った。

虫卵〈ー）， T.M.反応（＋〉 となるもので，第5表に

示される23例中 4例て畑虫寄生が確認てきたとと（排虫

を認めた 2例，後検便て虫卵（＋〉となった 2例〉， また，

( 119) 
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第 3図 姻虫卵陽性者の採便後4日目までにお

ける T.M. 反応の出かた

第 6表の虫卵（＋〉のものに即虫剤を与え虫卵と T.M.反

応、をみた場合の 5例て，完全！日l虫された 3例は排虫後T.

1¥I.反応も陰性化しており， まえ， T.M.反応が陰性化し

ないものでは，ある時期に至ると虫卵が再び現れてくる

という ζ とても，T.~I. 反応は姻虫の存在と一致すると

考えることができる。

虫卵〈一）， T. :M.反応C+)23例中，不明な例があるが

これらは駆虫効果がなかったか，または，偽反応を示し

たか明らかでない。との点に関してなお検索を要すると

息われる。しかし，上記の成績からT.lVI.反応が（＋〉

に出る場合は，虫卵が〈ー〉であっても姻虫がいると考

えても妥当であると考える。

結論

糞便採取から時聞を経過するほどT.M.反応の抗原性

が失われるから，おそくとも 4日以内？としらべなければ

ならない。とのととを前提にして，

1) 虫卵陽性便にT.~L 反応はし 2 日自に 100%,

4日目て91%に陽性となった。

2) 虫卵 C+),T.M.反応〈ー〉て原因の明らかでな

( 120) 
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いものが 6.5%あった。

3) 虫卵（ー） T.M. 反応〈＋〉 のものでは， ！ff~虫に

より ，虫体の排出，虫卵の証明， T.M.反応の陰転をみ

たものが87%で，原因の不明なものは13%であった。

4) 駆虫剤投与後のT.1¥I.反応は，畑虫存在の有無に

関係し，完全排虫された場合はその後にT.1¥I.反応も陰

性化する。

以上のととからT.M.反応、は姻虫症の診断に用いて，

かなり高い信頼性をもつものと考える。

終りに，終始との研究を御指導下さ いました，北本教

授，石崎博士，高山博士に深甚の謝意を表します。
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Summary 

In order to exclude a deceptive negative change 

of ascarid eggs in stool which generally occurs 
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in cases of assaying anthelmintic activities of 

drugs, an experiment was carried and based on 

.a immunological reaction taken place between 

the antigen originated from ascarid and its rabbit 

antiserum and compared with routine parasitolo-

,gical examination of feels. 

For the first step, reliable limit of this immuno-

logical reaction based on the principle originally 

reported by Dr. T. Morishita was tested on 437 

.samples and obtained following results : 

( 121) 
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1) The antigen should be extracted from the 

samples within 4 days, otherwise antigenicity 

would be remarkably decreased. 

2) Egg positive samples extracted within 4 days 

revealed 91% positive (and 9% negative) in T. 

M. Reaction. 

3) Some 23. 7 % of the egg negative sample 

showed positive T. M. Reaction, however, obta・

ined parasitologically positive results in 87% of it 

through successive laboratory examination on stool. 




